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秋季レプトスピラ病（以下秋季レ病と略す）
は秋疫レナトスピラA、臥C三種のレブト
チビラを病原体とする熱性疾患の線種である0■
秋疫レAは大正13年静岡縣に於て塩滞等に
より、秋疫レBは大正6年福岡縣に於て井戸
等により、秋疫レCは昭和13年静岡縣に於て
塩澤等により夫々蔑見せられた。本症は病名
の示す如く秋季に教生し、多くは意塞の後烈
しき頭痛、筋痛、食思不振等を以て39度乃至
40度の高熱を畿し、1週間内外で不全分利状
に解熱する。睨力感強く、殆んど全例に眼球・
結膜の充血牢認め、後遺症として硝子体潤濁
を来すものが多い。
日本に於て秋季レ病に閲し既に研究された
同病の聾生地及び其の病名の主なるものは、
福岡縣の七日熟、静岡縣の秋疫、天龍熱及び
用水病、岡山縣の作州熱、長崎縣の波佐見熱、
大分縣のアツケ熱、高知縣の土佐勲等である。
其の他新潟、一富山、茨城1埼玉、千葉、岐阜、
京都、滋賀、兵庫、廣島、山口、愛媛等の府
縣に於ても秋季レ病畿生の報昔がある。九州
に於て前述せる福岡、長崎．大分以外の地方
で秋季レ病に閲し、比較的最近敬表されたも
のに、鹿妃島縣及び宮崎縣に於ける後藤等の
報告、鹿兇島縣に於ける柴原等の報告、熊本
縣に於ける河北等の報告、南九州三縣に亘る
青木の報告、長崎縣に於ける操等の報償があ
■る。　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
長崎縣に於ては、／卜鳥居は既に明治35年頃
より波佐見地方に教生する熱性疾患に着目し、
或時はワイル氏病棟疾患としで▼琴時は七日、
熱類似疾患として、叉所謂波佐見熱として疫
拳的放びに臨林的研究をしてきたが、途に昭
和6年所謂波佐見軌宙、者より阿部、′ト鳥居等
により秋疫レAが病原体として分離されるに
至った。楯いて昭和8。年小鳥居は所謂波佐見
熱の中にも秋疫レぉの混在せるを牽見した○
長崎縣に於て、比較的贋範囲に秋季レ病の
分布状態を免疫血清拳的に調査したのは、昭
和8年に於ける小鳥居の調査が唯一のもーので
ある。其の分布調率域績は第1表に示す通り
であるひ
第1表　長峰●県下のレプトスピラ病分布
（昭和8年小鳥居才吾調査）
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即ち西彼杵郡に於てはい土井の百村（現在
長崎市の一部）B2例、高濱村B2例い矢上
村Al例、長浦村83例い北高釆郡では、むご
の浦村Al例、古賀村AいB各1例いm結村
Bl例∴察彼杵郡に於ては、見学村（現在佐
世保市の一部）Al例い早岐町（現在佐世保
苗の一部）Al例㍍南高来郡方面では島原苗
Al例である0塊等の昭和25年度の調査によ
れば、西彼杵郡高濱村に於て免疫血清拳的に
陽性を示したものはいB8例C4例となって
ゐる0偶終戦後の青木の調李ではワイル氏病
乃至秋季レ病棟症状を呈する患者は諌早市い
彼杵牛島の長浦い砲腐一大串い瀬戸・い紳涌い
縮田二野性牛島の脇岬い東彼杵郡の彼杵い折
尾瀬等の各市町村に蟄生してゐる由である0
著者等は昭和25年以降い長崎願下の秋季レ
病分布調査を童て現在迄に其の十部を調査し
たので、取敢へす報告する0
事Ⅰ調　査　　方　法
現在迄系統的調査は行ってゐないp長崎県各地に
催される医師会、医学集読会等に努めて出席し、秋
挙レ病に關する発表な行って我々の調香に協力な求
め、∴方損金な求めて、県内各地の開業医家な訪れ，
本病の携行状況な聴取し、其の外、長崎大学医学部
附属医院な訪れる患者の既往歴に注意する等の方法
な用いた。而して秋季レ病様症状な呈した患者に就
てほ、有熱期間に於ては患者血液よりの秋季レの培
養、快復者に於ては快復期血清な以てする秋疫レA，
払C及びワイルとの凝集反応な行って其の型な定
め声0圭司在迄に調査Lた地期は、大村前の一部、東
彼杵郡波佐見地方、準彼杵郡の一部、北高来郡の一
部、南高沢部の一部のみである。
ⅠⅠⅠ調　　査　　成　　績
調査成績の概要は第2表及び弟3表の通りである0
即ち免疫血清学的に秋季レ病と推定されたものは、
昭和25年に36例（其他ワイル氏病4例）、昭和26年に
14例（其他ワイル民病1例）である。両年度の発生
患者な地域別に見るならば、束彼杵郡波佐見地方に
A田例、B8例、大村前にBl例、西彼杵郡に於て免
岳村にA，払C各J例、長浦村にB2例、北高釆郡
の小江村にAI例であるが、其の外にワイル氏痛が
大村前に4例、長崎前に1例証明きれた。以上の中、
ワイル民病在除いた秋季レ病のるに関する年令、性、
職業及び患者発生月別の調査ほ以下の如くである。
年令別に見るに、10才以下1例、11′｝20才21飼い
第　2　表　昭和25年慶長略県下の秋季レプトスピラ病（後藤、吉田調査）
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－い’卜㌍寸㌢デム竿～斗計鞍上㌢い十㌻㍍一章卜風㍉○㌢
21－30才11例、31～40才8例い4l～50才3才、51～
60才4例、61才以上2例である0
、性別に慮るに、男子41名、女子9名で、男子対
女子の比ほ概ね4・5対1である0
職業別に見るに、農業30名、生徒止4名、陶エ2
．名い日雇い鑑工、公吏及び商人各々一名である0
愚者の耶埠発生数は7月3名、『明2喝、9月2嘩、
10月5名♪11月1名である0
西彼半島に放ける福田村、式見村地方に於てほ、
著者等が両地の開業医な訪れ調琴したところでは、
秋季レ病らしき患者の発生はない様である。開高東
部の口之津町附近には戯季レ病様慮着発生あるらし
き模様なるも、未だ免控血清学的調査な試みてゐな
J
いQ
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第　3　表■　昭和26年慶長略県下の秋季レブトスピラ病（後藤、吉田調査）
ⅠⅤ　考察功びに線括
長崎縣下秋季レ病の分布に閲し、小鳥居い
青木い操等の調査結果と著者等の調査成績と
l
に就て述べて釆たのであるがい之等の成績を
考察してみる時い二三の興味ある事項に遭遇
する0即ち
1）現在迄の調査成績より見るならば東彼
杵郡に於ては秋疫レAが多くい其の中にBが
混在して居りい西疲杵郡に於ては秋疫レ召が
多く、其の中にA及びCが混在してゐる0
2）小鳥居が昭和8＿年行った調査の際、西
彼杵郡高濱村の2例と日見村の1例とに於て、
免疫血清拳的に陰性の成績を得た3例は祓疫
レCによるものではなかったかと言ふことで
ある0ム昔時秋疫レCは未だ尊兄ムされて居らすい
而も昭和25年度の操等の調査によりい高濱に
4例の－Cが証明せられたからである・0
ム3）大村市隔重地方に於ける本病の旅行で
あるがい同地に開業ゼる田川の言によれぼ，
終戦後同地方には未だ一度も同病の畢生を見
なかった由である－0然るに昭和25年秋季に初
めてワイル氏病棟症状を呈せる患者数名教生
す。快復期の患者血清を以て著者等が行った
凝集反應の成績では5名中ワイノし氏病す名い
秋疫レBl名であった。昭和26年には1名も
秋季レ病棟患者の教生を見てゐない0本病の
流行がレプトスビラの保有者である鼠の分布
に關係あるこ享はい既に多数の學者によわ証
明せられたところである。叉醸雨により自然
水がレプトスピラの敬百重適域に修正される
ことも既に究明された事着である。同地方に
於てレプチスピラによる疾患が昭和25年度丈
けに教生したことも何か上記の如き因子の影
響によるのであらう0同地方は大柿市内とは
言へい殆んどすべて盈村地帯である。長崎縣
下に於てワイル氏病が盈村で免疫血清學的に
証明・されたのは西彼瀬戸町に於ける小鳥居の
一番表がある0大分願のアツケ熱、高知願の土
佐瓢岡山塀の作州勲等に於ても，ワイル揖
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病の混在が報告されでゐる鮎よ『り考へるなら
ばい敢へて不忠議とするに足らなぃであらう。
ヰ）1波佐見地方に於てはい秋疫レCの畿見
以来い所謂波佐見熱に閲する研究が殆ど中断
された感がありい波佐見地方に≡妖疫レCの存
在するや否やを確めたものはなかった0著者
等が昭和25年及び26年度馨生患者約50名に
就て行った凝集反應の成績では、秋疫レCに
よると『乳はれるものば1例も見出すことは出
奔なかった。波佐見地方に於けるAとBとの
關係であるがい昭和6年阿部等の調査及び昭
和7年小鳥居の調査では仝例Aであったがい
昭和＄一年小鳥居は19例中A16例い83例を
証明した。昭和9年は12例共Aである0我々
は昭和25年にA28例い83例、昭和26年にA
7例い85例を証明して居りい・漸次Aに封する
pムの割合が増加する傾向が見られる。
小鳥居、青木い操等の調査及び著者の成績
を綜合するに、長崎願下で免疫血清學的に秋
季レ病の存在が証明ざれたものは第4表庭示
す通りである。
即ち長崎市8（W）、佐世保市Aい大村市
B（W）、島原市Aい　東彼杵郡波佐見地方A
及び8い西彼杵郡鞄島村A、B及びCい長
浦村Bい矢上村Aい高濱村月及びCい（瀬戸
町W）、北高来郡古賀村A及び軋　田結村臥
江の浦村Aい小江村Aである0　縣下の紙計
はÅ86例、832例、Cざ例（W6例）である0
以上の中、著者等の初めて番見した秋季レ
病の分布地域は、ム大村市及び北高架郡小江村
である。叉長崎願下に秋疫レCの存在を操等
と同じ昭和25年に初めて確かめることが出来
た0
第4表　　長崎県下のレプチスピラい病分布・
●（綜合成杭）
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